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1. はじめに
近年，東日本大震災や台風 18号による鬼怒川の堤防決
壊など，日本各地が地震，水害，土砂災害を始めとする
様々な自然災害に見舞われ続けており，大きな被害を受
けている．さらに，いつまた大規模災害に襲われてもお
かしくない状況である．東日本大震災発生後を例にとる
と，知人の安否確認のための情報の需要が非常に高まっ
たが，通信インフラが壊滅的な被害を受けたため，通信
が遮断されたり，通信規制が行われたりして，必要な情
報が被災地から発信できない/被災地に届かないといっ
た問題が発生した [1][2]．そこで，本稿ではサーバ機能
付きWi-Fi APを利用して無線メッシュネットワークを
構築し，プライベートネットワーク内で情報の共有を行
い，外部ネットワークに接続可能なAPから情報を取得/

拡散するシステムを提案する．本稿では，本提案システ
ムの一利用例として，安否情報を音声メッセージとして
AP上のサーバに登録する非常時伝言アプリケーション
を提案し，実装を行った．ここで対象とする安否情報と
は，誰が，いつ，どこで，どのような状態であるかとい
う情報である．

2. 関連研究
2.1 無線メッシュネットワーク

無線 LANの AP間をアドホックネットワークで接続
し，柔軟性の高いバックボーンインフラを容易に構築で
きる無線メッシュネットワークに注目が集まっている．従
来のスター型トポロジは各無線LANルータに有線接続す
る必要があり，設置の容易性，拡張性に乏しく，さらに有
線部分に障害が発生するとすべてのノードの通信に影響
が発生するという問題点があった．それに対し，メッシュ
型トポロジは有線接続されているAPが 1台あればよく，
特定のルータとのリンクに障害が発生した場合でも，他
のルータとのリンクを介して，通信の継続が可能となる
ので耐障害性の面でも優れているため，耐災害用ネット
ワークとして数多くの研究が行われている [3][4][5][6]．

2.2 NerveNet

1章で挙げた課題に対し，基地局同士が有線あるいは無
線により自動的に相互接続しメッシュ状のネットワークを
構築することで，災害時でも通信を確保する，分散型メッ
シュネットワークとアプリケーションである NerveNet

が研究・開発されている．NerveNetの各基地局装置は，
データを蓄積・同期する機能を持ち，さらに移動管理・名

A Proposal and Implementation of a Wi-Fi Based Voicemail
System in Disastrous Situations

†1Shiho Motohashi, †1†2Mineo Takai, †3Yasunori Owada,
†4Taka Maeno, and †1Masato Oguchi

Ochanomizu University (†1),University of California, Los An-
geles (†2),NICT(†3),Space-Time Engineering(†4)

前解決・アドレス割当・デフォルトゲートウェイの全て
の機能を有するため，それらの情報を基地局間で同期さ
せる事で分散化を実現している．これにより，基地局単
体であってもローカルのアプリケーションに対してサー
ビスを提供でき，さらに，基地局数を増やせば，自律的・
自動的にサービスエリアを容易に拡張できる．また，ど
こかで通信障害が発生した場合でも，動いている基地局
のみでサービスを継続することができる [7][8]．

3. 非常時伝言アプリケーション
3.1 本提案システム

本研究では，より低コストかつ簡単に NerveNetと同
等な実験環境を構築すべく，Wi-Fi APにデータを蓄積・
同期するサーバ機能を備え，AP同士で無線メッシュネッ
トワークを構築する [9][10]．表 1にサーバ機能付き AP

の仕様を示す．本提案システムを利用することで，通信
障害が発生した場合でも，図 1のような形で自動的にAP

間のデータ同期を行われるため，クライアントから接続
先 APに情報を登録するだけで，外部と通信可能である
APからインフラネットワークを介して公の災害情報掲
示板等へ配信・拡散可能となる．また，逆に外部からの
情報を通信障害発生エリアの AP・端末に届けることも
可能となる．本稿では，本提案システムの一利用例とし
て，一時避難場所や避難所にて安否情報を APに登録す
る非常時伝言アプリケーションを提案し，実装を行った．

表 1: サーバ機能付きWi-Fi AP仕様
CPU 500 MHz AMD Geode LX800

Storage Compact Flash 16GB

OS Debian8.0

Wireless LAN IEEE 802.11a/b/g/n

図 1: システムイメージ

3.2 アプリケーション概要

本提案アプリケーションは一時避難場所や避難所等に
設置されるタブレット端末や携帯端末，あるいは各避難
者の携帯端末にインストールして利用することを想定し
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たものであり，本研究ではAndroid端末を利用する．ク
ライアントはサーバ側の指定ポートを介してサーバと
ソケット接続を行い，接続確立後にデータの送受信を行
う．その際，まずクライアントから送信予定のデータ情
報 (ファイル名，データ形式，保存時刻等) をサーバに
送信し，サーバ側で保持しているデータか否かを判定し
た後，サーバからのデータ要求を受けたクライアントが
データ送信を開始するようにすることでデータの重複を
防ぐ．具体的な動作の流れを以下に示す．

I ～宛先指定なし～
1.自分の電話番号を入力
2.安否情報を登録
3.サーバへ送信 (サーバ間同期)

　公の伝言掲示板などのサービスを利用
4.番号を知っているユーザが電話番号検索で
　安否情報確認

II ～宛先指定あり～
1.自分の電話番号と宛先電話番号を入力
2.安否情報を登録
3. サーバへ送信 (サーバ間同期)

　 宛先ユーザへメッセージがあることを通知
4.宛先ユーザが安否情報確認

3.3 アプリケーション実装
本提案アプリケーションにおいて，安否情報を音声メッ
セージとして録音・保存可能にした．図 2に起動したメ
イン画面の一例を示す (左図)．ユーザはアプリケーショ
ンを起動し，自分の電話番号と，宛先を指定したい場合
は宛先電話番号を入力し，音声を録音する．録音後，音
声ファイルは端末内に “自分の電話番号.3gp”あるいは
“自分の電話番号-宛先電話番号.3gp”という名前で保存
される．サーバに送信したいフォルダを自由に指定可能
とした (右図)．その後，File Syncボタンの押下を受け
て，指定フォルダ内の音声ファイル群のデータ情報をサー
バに送信し，サーバからデータ要求を受信すると，指定
フォルダを zip形式に圧縮し，サーバに送信するよう実
装した．

図 2: 本提案アプリケーションイメージ

3.4 サーバ側処理機能の提案

サーバではクライアントから受信した zipファイルを
解凍し，指定フォルダに展開する．このとき，APの位置
情報を付加する機能を備えることが好ましい．また，名
前が同一のファイルが存在した場合には時刻が新しいも
のに置き換える処理を行う．

宛先電話番号の指定がない場合，AP間同期を行い，伝
言ファイルを共有・拡散させる．一方，宛先電話番号が指
定してある場合は，宛先ユーザへ伝言が登録されている
ことを通知する機能を備えることが好ましい．また，伝言
が他のユーザに聞かれた場合には，伝言を登録したユー
ザに対し，通知する機能を備えるとなおよいと考える．

4. まとめと今後の課題
データを蓄積・同期するサーバ機能を備えたWi-Fi AP

を利用し，AP間で無線メッシュネットワークを構築す
る．これにより，通信障害が発生した場合でもメッシュ
ネットワーク内で伝言を収集・共有可能となる．また，
外部と通信可能な APまで到達すると，インフラネット
ワークを利用して拡散することも可能となる．このシス
テムを利用し，避難所または一時避難場所にて安否情報
を伝言として AP上のサーバに登録する非常時伝言アプ
リケーションを提案し，実装を行った．
今後は，送信した安否情報を共有・拡散するために必

要となる 3.4章で述べたサーバ側処理機能の更なる提案
と実装を行っていく．また，本稿で実装したアプリケー
ションが年齢を問わずあらゆる避難者に利用されること
を想定し，機能性・操作性の改良を行う予定である．
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